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紹
介尾

崎
千
佳

ほ
か
編

『
西
山
宗
因
自
筆
資
料
集
』

辻
村
　
尚
子

連
歌
師
と
し
て
ま
た
俳
諧
師
と
し
て
、
多
才
な
活
躍
ぶ
り
を
み
せ
た
西
山

宗
因
。
平
成
十
七
年
の
宗
因
生
誕
四
百
年
を
期
し
て
、
『
西
山
宗
因
全
集
』

が
編
纂
さ
れ
、
ま
た
展
覧
会

「宗
因
か
ら
芭
蕉

へ
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

宗
因
の
業
績
を
顕
彰
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
展
覧
会
と
連
携
し
て

刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
熊
本
文
化
研
究
叢
書
の

一
つ
と
し
て
、
宗
因
の
故
郷

熊
本
や
九
州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
、
以
下
の
資
料
を
収
録
す
る
。

肥
後
道
記
、
歳
旦
和
歌
連
歌
懐
紙
、
大
神
宮
法
楽
　
賦
初
何
連
歌
百
韻
、

美
作
道
日
記

・
奥
州
塩
竃
記

・
有
芳
庵
記
、
小
倉
千
句
　
第
五
、
旅
の

発
句
色
紙
、
北
島
江
庵
宛
　
一ホ
因
書
簡

全

て
の
資
料

に
影
印
、
翻
刻

（尾
崎
千
佳
氏
）
、
な
ら
び

に
解
題

（尾

崎

・
島
津
亮
二
氏
）
が
備
わ
る
。
連
歌

・
俳
諧
の
み
な
ら
ず
、
和
歌
や
紀
行
、

書
簡
を
も
収
録
す
る
本
書
に
よ

っ
て
、
宗
因
の
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
現
存
最
古
の
宗
因
自
筆
資
料
で
あ
る

「
肥

後
道
記
」
以
下
、
各
資
料
は
染
筆
時
期

（含
推
定
）
の
順
に
配
さ
れ
て
い
る
。

本
書

一
冊
で
も

っ
て
、
宗
因
の
青
年
期
か
ら
晩
年
に
及
ぶ
筆
跡
の
推
移
を
通

覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
た
本
書
は
、
今
後
、
宗
因
の

筆
跡
研
究
の
根
幹
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
ろ
う
。

収
録
資
料
の
う
ち
、
熊
本
に
あ
る
八
代
市
立
博
物
館
に
蔵
さ
れ
る

「歳
旦

和
歌
連
歌
懐
紙
」
「大
神
宮
法
楽
　
賦
初
何
連
歌
百
韻
」
「小
倉
千
句
　
第

五
」
は
今
回
の
展
覧
会
の
開
催
に
あ
た

っ
て
確
認
さ
れ
た
新
出
資
料
で
あ
る
。

下
絵
、
料
紙

の
美
し
さ
を
も
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
と
配
慮
さ
れ
た
影
印
に

よ

っ
て
、
宗
因
研
究
者
で
な
く
と
も
、
宗
因
の
息
づ
か
い
を
感
じ

つ
つ
文
字

を
追
い
、
ま
た
こ
れ
も
新
出
資
料
で
あ
る

「
北
島
江
庵
宛
　
一ホ
因
書
簡
」
に

み
ら
れ
る
、
書
簡
に
お
け
る
筆
遣
い
と
の
相
違
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

宗
因
の
多
様
な
世
界
の

一
端
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
刊
行
は
、
国
ホ
因
全
集
』
な
ら
び
に
展

覧
会
に
も
携
わ

っ
た
尾
崎
氏
の
尽
力
な
く
し
て
は
成
し
得
な
か

っ
た
と
い
う
。

緻
密
な
考
証
と
資
料
の
博
捜
に
よ

っ
て
精
力
的
に
宗
因
伝
記
研
究
を
積
み
重

ね
て
こ
ら
れ
た
氏
に
よ
る
解
題
は
、
資
料
の
性
格
や
位
置
付
け
を
的
確
に
指

摘
す
る
の
み
な
ら
ず
、
研
究
史
上

に
お
け
る
課
題
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。

『
宗
因
全
集
』
、
展
覧
会
図
録

『
宗
因
か
ら
芭
蕉

へ
』
釜
（
に
八
木
書
店
刊
）

と
あ
わ
せ
て
、
近
世
連
俳
史
研
究
を
志
す
も
の
に
と

っ
て
必
携
の
書
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
な
お
、
氏
の

「
『
明
石
山
庄
記
』
の
位
相
」
「
国
文
学
解
釈

と
教
材

の
研
究
』
平
成
十
九
年
四
月
）
は
、
島
津
忠
夫
氏

「
美
作
道
の
吟

行
」
「
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
十
八
年
八
月
）
に
お
け
る
、
複
数
の
自
筆
資
料
が

伝
存
す
る
こ
と
の
多
い
宗
因
の
紀
行
文
に
お
け
る
文
辞
の
異
同
を
、
宗
因
の

推
敲
過
程
で
は
な
く
、
書
き
与
え
る
人

へ
の
配
慮
と
す
る
視
点
を

『
明
石
山

庄
記
』
に
お
い
て
も
具
体
的
に
検
証
し
、
本
書
で
氏
が
課
題
の

一
つ
と
す
る

「文
学
作
品
と
し
て
の
読
解
」
に
も
取
り
組
む
。
今
後
の
氏
の
、
ひ
い
て
は
宗

因
研
究
の
方
向
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
（熊
本
県
立
大
学
日
本
語
日

本
文
学
研
究
室
、
一
一〇
〇
七
年
二
月
、
王
ハ
四
頁
）
―
財
団
法
人
柿
衛
文
庫
―


